
平成30年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
平成30年５月18日

上 場 会 社 名 株式会社テクノ・セブン 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 6852 URL http://www.techno7.co.jp
代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)齊藤 征志
問合せ先責任者 (役職名) 取締役 (氏名)亀井 康之 (TEL)03-3419-4411
定時株主総会開催予定日 平成30年６月25日 配当支払開始予定日 平成30年６月26日
有価証券報告書提出予定日 平成30年６月25日
決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 無
　

(百万円未満切捨て)
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 2,867 △1.8 371 6.3 368 5.5 248 41.8

29年３月期 2,920 1.4 349 1.9 349 3.9 175 △12.5
(注) 包括利益 30年３月期 263百万円( 30.7％) 29年３月期 201百万円( 161.0％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年３月期 176.58 ― 10.7 9.5 13.0

29年３月期 129.07 ― 8.3 9.2 12.0
　

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、
　 前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 3,934 2,649 62.8 1,756.11

29年３月期 3,811 2,429 57.5 1,613.76
(参考) 自己資本 30年３月期 2,472百万円 29年３月期 2,189百万円
　

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、
　 前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年３月期 220 21 △167 583

29年３月期 246 50 △223 508
　　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 40 23.2 1.9

30年３月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00 42 17.0 1.8

31年３月期(予想) ― 0.00 ― 30.00 30.00 18.4
　

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月
　 期の１株当たり期末配当金額につきましては、株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。株式併合
　 後の基準で換算した１株当たり年間配当額は、平成29年３月期が30円、平成30年３月期が30円となります。
　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 3,000 4.6 380 2.2 380 3.0 230 △7.5 163.38
（注）当社は、年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しており
　 ます。
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

　 新規 ―社 (社名) 、除外 １社 (社名)テクノ・トロン株式会社
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期 1,407,840株 29年３月期 1,377,240株

② 期末自己株式数 30年３月期 60株 29年３月期 20,422株

③ 期中平均株式数 30年３月期 1,407,799株 29年３月期 1,358,104株
　

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、
　 前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中
　 平均株式数を算定しております。

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成30年３月期の個別業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 1,570 ― 228 ― 247 ― 367 ―
29年３月期 1,435 5.8 172 15.1 191 8.4 100 △65.6

　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期 260.93 ―

29年３月期 73.91 ―
（注）１.当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。

これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を
算定しております。

２.平成29年４月１日付で、当社を存続会社とし、連結子会社であったテクノ・トロン株式会社を消滅会社と
する吸収合併を行ったため、平成30年３月期の対前期増減率の記載は省略しております。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 2,919 1,812 62.0 1,285.70

29年３月期 2,470 1,402 56.8 1,033.72

(参考) 自己資本 30年３月期 1,809百万円 29年３月期 1,402百万円
　

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、
　 前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今
後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）
　平成30年５月18日(金)に当社ホームページ(http://www.techno7.co.jp)に掲載しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や設備投資、雇用環境の改善などを背景に緩やかながら回復基

調が続きました。世界的にも、米国の政策運営の不確実性、不安定な国際情勢等の要素はあるものの、米国を中心

に全般的には景気は回復傾向で推移いたしました。

しかしながら、国内における人材不足の顕著化、米国の保護貿易主義姿勢や北朝鮮ほか世界の複数地域での地政

学的リスクへの懸念等から、景気の先行きは依然として不透明な要素が存在し続ける状況が続いております。

このような状況下、当社グループは、システム事業・事務機器事業をメインに不動産事業を加え、３事業を柱に

事業の効率化、利益体質への改善に努めてまいりました。

当社グループの当連結会計年度の業績は、事務機器事業及び不動産事業の連結売上高が前期比増収となったもの

の、システム事業が減収となったことから、連結売上高は2,867百万円（前期比1.8％減）となりました。利益面に

つきましては、システム事業で高採算案件へのシフトやエンジニアの稼働率を高水準に維持できたことに加え、不

動産事業で前期比増益となったことが寄与したため、連結営業利益は371百万円（前期比6.3％増）、連結経常利益

は368百万円（前期比5.5％増)となりました。なお、保有投資有価証券の一部を売却し、37百万円の投資有価証券売

却益を特別利益として計上したため、親会社株主に帰属する当期純利益は248百万円（前期比41.8％増）となりまし

た。

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

(セグメント別売上高)

売上高
前連結会計年度 当連結会計年度 前期比増減

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 増減比(％)

システム事業 1,949 66.7 1,862 64.9 △87 △4.5

事務機器事業 843 28.9 865 30.2 22 2.6

不動産事業 128 4.4 140 4.9 11 9.1

合計 2,920 100.0 2,867 100.0 △53 △1.8

　

＜システム事業＞

システム事業は、システム・ソリューションやソフトウエアの設計・開発、産業機器や民生機器への組込みシス

テム開発、ＩＴ基盤設計・構築サービスを提供する当社の他に、子会社の㈱テクノ・セブンシステムズが業務系ア

プリケーション開発を行っております。顧客企業の製品開発やサービスの強化、向上のためのシステム開発技術支

援に対するニーズは底堅く推移しており、さらに営業活動強化による新規受注の拡大も図りました。しかし、外注

先エンジニアの確保の逼迫により、システム事業の連結売上高は、1,862百万円（前期比4.5％減）となりました。

また、セグメント利益（連結経常利益）は、高採算案件へのシフトやエンジニアの稼働率を高水準に維持できたた

め、265百万円（前期比4.0％増）となりました。

　

＜事務機器事業＞

事務機器事業は、子会社のニッポー㈱が、「ＮＩＰＰＯ」ブランドのオフィス用事務機器を製造、販売しており

ます。タイムレコーダーなどの主力製品が堅調のほか、自動紙折り機やシュレッダーなどＯＥＭ製品の拡充により

取引先への商品提案力の強化、多様な造形用フィラメント素材など関連商品の提供により３Ｄプリンタ・ユーザー

の裾野拡大、製品受注強化の取組みにより、事務機器事業の連結売上高は、865百万円（前期比2.6％増）となりま

した。また、セグメント利益（経常利益）は、新製品の発売に伴い旧製品の評価損を計上したため、45百万円（前

期比15.9％減）となりました。

　

＜不動産事業＞

不動産事業は、所有賃貸不動産の稼働率維持に努めましたことにより、不動産事業の連結売上高は、140百万円

（前期比9.1％増）となりました。また、セグメント利益（連結経常利益）は、58百万円（前期比43.1％増）となり

ました。
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（２）当期の財政状態の概況

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末から151百万円（12.3％）増加し、1,383百万円となりました。これは主に、商品

及び製品が81百万円、現金及び預金が74百万円増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末から27百万円（1.1％）減少し、2,551百万円となりました。これは主に、その他

（投資その他の資産）が18百万円減少したことによるものであります。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末から17百万円（3.7％）増加し、484百万円となりました。これは主に、未払法人

税等が34百万円増加したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末から113百万円（12.5％）減少し、800百万円となりました。これは主に、退職給

付に係る負債が25百万円増加した一方、長期借入金が125百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

純資産は、前連結会計年度末から220百万円（9.1％）増加し、2,649百万円となりました。これは主に、利益剰

余金が207百万円増加したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末に比べ74百

万円増加し、583百万円となりました。

　当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は220百万円（前連結会計年度は246百万円の収入）となりました。増加の主な内訳

は、税金等調整前当期純利益402百万円、減価償却費35百万円、退職給付に係る負債の増加額25百万円、売上債権

の減少額19百万円等であり、減少の主な内訳は、法人税等の支払額118百万円、たな卸資産の増加額80百万円、投

資有価証券売却益33百万円、仕入債務の減少額9百万円等であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は21百万円（前連結会計年度は50百万円の収入）となりました。収入の主な内訳

は、投資有価証券の売却による収入110百万円、敷金及び保証金の回収による収入24百万円等であり、支出の主な

内訳は、投資有価証券の取得による支出106百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は167百万円（前連結会計年度は223百万円の支出）となりました。支出の主な内訳

は、長期借入金の返済による支出125百万円、配当金の支払額40百万円等であります。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期

自己資本比率 45.8 49.5 54.5 57.5 62.8

時価ベースの自己資本比率 48.4 65.9 54.5 58.4 62.9

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

555.0 346.2 356.8 305.1 283.4

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

11.9 20.4 22.4 51.4 59.7

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（※１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（※２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（※３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（※４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。

（４）今後の見通し

国内では、緩やかながら景気回復傾向が続いておりますが、中国等の新興国の景気の下振れや米国の政策動向な

ど、国際経済は引き続き不透明な状況が続くものと思われます。当社グループといたしましては、システム事業で

エンジニアの採用や外注先の確保を推進するとともに、技術力を高めることでエンジニアの高付加価値化にも取組

み、変化する顧客ニーズに積極的に対応することで、売上高の拡大と利益率の向上を図ってまいります。また、事

務機器事業においても、３Ｄプリンタや自動紙折り機などの分野で商品ラインナップを拡充し、既存の商流に加

え、新たな市場開拓を進めることで、売上高の拡大を図るとともに、利益を確保してまいります。

平成31年３月期の業績につきましては、連結売上高3,000百万円（前期比4.6％増）、連結営業利益380百万円

（前期比2.2％増）、連結経常利益380百万円（前期比3.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益230百万円（前

期比7.5％減）となる見込みです。なお、業績予想に関する記載は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の配当政策は、収益状況に対応した配当を行うことを基本としつつ、配当性向の維持・向上及び今後予想さ

れる業界の競争激化に耐えうる企業体質の強化並びに将来の事業展開に備えるための内部留保の充実等を勘案して

決定することを基本方針としております。

当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。これらの剰余金の

配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。

当社では、株主の皆様への利益還元・安定配当を実現するためには、収益力並びに財務体質の改善強化が最大の

経営課題であるとの認識の下、経営を行ってまいりました。その結果、財務基盤・内部留保も勘案し、前連結会計

年度と同様、当連結会計年度も平成30年６月開催の定時株主総会の決議を経て１株当たり30円の配当を予定してお

ります。今後も、さらに安定した企業体質と収益力を確保することで、安定的な配当と増配の実現を目指してまい

ります。

なお、当社は中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。 なおＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応

していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 508,585 583,350

受取手形及び売掛金 452,713 433,238

商品及び製品 51,987 133,500

原材料及び貯蔵品 25,941 25,156

預け金 152,834 157,355

繰延税金資産 37,169 42,759

その他 2,382 7,702

流動資産合計 1,231,614 1,383,063

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,234,685 1,237,680

減価償却累計額 △567,194 △595,822

建物及び構築物（純額） 667,490 641,857

機械装置及び運搬具 12,445 10,654

減価償却累計額 △12,445 △10,654

機械装置及び運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 155,035 128,278

減価償却累計額 △149,119 △122,243

工具、器具及び備品（純額） 5,915 6,034

土地 1,396,494 1,396,494

有形固定資産合計 2,069,900 2,044,386

無形固定資産

リース資産 2,020 1,010

その他 10,724 7,810

無形固定資産合計 12,745 8,820

投資その他の資産

投資有価証券 430,204 450,676

その他 66,688 47,994

投資その他の資産合計 496,892 498,671

固定資産合計 2,579,538 2,551,878

資産合計 3,811,152 3,934,942
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 104,429 94,919

短期借入金 144,200 144,200

未払法人税等 58,416 92,765

賞与引当金 60,535 61,849

その他 99,879 91,113

流動負債合計 467,461 484,847

固定負債

長期借入金 604,620 479,170

繰延税金負債 44,037 34,316

役員退職慰労引当金 9,757 7,048

退職給付に係る負債 218,596 244,086

その他 37,088 35,495

固定負債合計 914,098 800,117

負債合計 1,381,559 1,284,964

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 583,231 643,259

利益剰余金 1,462,343 1,670,230

自己株式 △19,547 △94

株主資本合計 2,126,028 2,413,396

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 63,543 58,814

その他の包括利益累計額合計 63,543 58,814

非支配株主持分 240,021 177,766

純資産合計 2,429,593 2,649,977

負債純資産合計 3,811,152 3,934,942
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 2,920,946 2,867,276

売上原価 2,102,868 2,015,512

売上総利益 818,077 851,764

販売費及び一般管理費 468,395 479,988

営業利益 349,682 371,775

営業外収益

受取利息及び配当金 3,604 2,038

業務受託料 600 ―

試作品売却益 ― 1,460

物品売却益 3,222 ―

その他 1,306 946

営業外収益合計 8,732 4,445

営業外費用

支払利息 4,789 4,067

手形売却損 1,354 1,390

消費税差額金 1,747 1,787

その他 842 0

営業外費用合計 8,734 7,245

経常利益 349,681 368,974

特別利益

投資有価証券売却益 24,976 37,419

特別利益合計 24,976 37,419

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 68,230 ―

投資有価証券売却損 ― 3,556

本社移転費用 1,140 ―

特別損失合計 69,370 3,556

税金等調整前当期純利益 305,287 402,837

法人税、住民税及び事業税 121,098 153,132

法人税等調整額 △7,755 △18,161

法人税等合計 113,342 134,971

当期純利益 191,944 267,865

非支配株主に帰属する当期純利益 16,655 19,275

親会社株主に帰属する当期純利益 175,288 248,590
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 191,944 267,865

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,499 △4,491

その他の包括利益合計 9,499 △4,491

包括利益 201,443 263,374

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 182,039 243,862

非支配株主に係る包括利益 19,404 19,512
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高 100,000 583,231 1,327,907 △12,531 1,998,608 56,792 56,792 220,315 2,275,715

当期変動額

剰余金の配当 △40,852 △40,852 △40,852

親会社株主に帰属す

る当期純利益
175,288 175,288 175,288

自己株式の取得 △7,015 △7,015 △7,015

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

6,750 6,750 19,706 26,457

当期変動額合計 ― ― 134,436 △7,015 127,420 6,750 6,750 19,706 153,877

当期末残高 100,000 583,231 1,462,343 △19,547 2,126,028 63,543 63,543 240,021 2,429,593

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高 100,000 583,231 1,462,343 △19,547 2,126,028 63,543 63,543 240,021 2,429,593

当期変動額

剰余金の配当 △40,704 △40,704 △40,704

親会社株主に帰属す

る当期純利益
248,590 248,590 248,590

自己株式の取得 △72 △72 △72

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

60,027 19,525 79,553 △4,728 △4,728 △62,254 12,570

当期変動額合計 ― 60,027 207,886 19,453 287,367 △4,728 △4,728 △62,254 220,384

当期末残高 100,000 643,259 1,670,230 △94 2,413,396 58,814 58,814 177,766 2,649,977
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 305,287 402,837

減価償却費 37,636 35,648

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,451 △2,709

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,934 1,313

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 22,944 25,490

受取利息及び受取配当金 △3,604 △2,038

支払利息 4,789 4,067

投資有価証券売却損益（△は益） △24,976 △33,869

投資有価証券評価損益（△は益） 68,230 ―

売上債権の増減額（△は増加） △10,169 19,475

たな卸資産の増減額（△は増加） 39,082 △80,728

仕入債務の増減額（△は減少） 19,695 △9,510

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,851 △7,709

固定資産除却損 0 0

その他 △97,550 △11,464

小計 371,602 340,802

利息及び配当金の受取額 3,604 2,038

利息の支払額 △4,789 △3,691

法人税等の支払額 △124,298 △118,783

営業活動によるキャッシュ・フロー 246,118 220,365

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △16,153 △106,269

投資有価証券の売却による収入 71,895 110,863

有形固定資産の売却による収入 3,741 ―

有形固定資産の取得による支出 △2,867 △5,608

無形固定資産の取得による支出 △2,372 △802

敷金及び保証金の差入による支出 △4,068 △1,415

敷金及び保証金の回収による収入 552 24,949

投資活動によるキャッシュ・フロー 50,726 21,717

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △174,200 △125,450

リース債務の返済による支出 △1,091 △1,091

自己株式の取得による支出 △7,015 △72

配当金の支払額 △40,852 △40,704

財務活動によるキャッシュ・フロー △223,159 △167,318

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 73,686 74,764

現金及び現金同等物の期首残高 434,899 508,585

現金及び現金同等物の期末残高 508,585 583,350
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社は、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品・サービスについての

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社は事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「システム事

業」、「事務機器事業」及び「不動産事業」の３つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「システム事業」は業務アプリケーション、組込系や制御系システムの開発請負及びＩＴ基盤の構築か

ら運用・監視等を行っております。

「事務機器事業」は、タイムレコーダー、チェックライタ、３Ｄプリンタ、自動紙折り機、シュレッダ

ー及びシステムタイムレコーダー、勤怠管理システム、入退室管理システム等の製造販売を行っておりま

す。

「不動産事業」はマンション等の賃貸を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場

実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２システム事業 事務機器事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,949,430 843,048 128,467 2,920,946 ― 2,920,946

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,802 3,369 720 11,892 △11,892 ―

計 1,957,232 846,418 129,187 2,932,838 △11,892 2,920,946

セグメント利益 254,985 53,843 40,852 349,681 ― 349,681

セグメント資産 870,605 607,022 2,061,115 3,538,743 272,409 3,811,152

その他の項目

減価償却費 ― 8,104 29,472 37,576 59 37,636

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

― 4,326 1,213 5,539 8,513 14,052

(注) １．セグメント資産の調整額272,409千円には、セグメント間債権債務消去△1,909千円及び各報告セグメントに

配分していない全社資産274,319千円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない

当社及び子会社での余資運用資金(現金及び預金並びに預け金)、管理部門に係る資産等であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額8,513千円は主に本社移転に伴う建物付属設備及び工具器

具備品の新規取得であります。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２システム事業 事務機器事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,862,072 865,055 140,149 2,867,276 ― 2,867,276

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,850 3,862 895 10,608 △10,608 ―

計 1,867,922 868,918 141,041 2,877,884 △10,608 2,867,276

セグメント利益 265,221 45,303 58,450 368,974 ― 368,974

セグメント資産 957,858 629,833 2,033,407 3,621,099 313,843 3,934,942

その他の項目

減価償却費 157 6,237 28,665 35,060 587 35,648

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,190 5,454 1,230 7,875 908 8,783

(注) １．セグメント資産の調整額313,843千円には、セグメント間債権債務消去△1,453千円及び各報告セグメントに

配分していない全社資産315,296千円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない

当社及び子会社での余資運用資金(現金及び預金並びに預け金)、管理部門に係る資産等であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 1,613.76円 1,756.11円

１株当たり当期純利益金額 129.07円 176.58円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴

　 い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産及び１株当たり当期純

　 利益金額を算定しております。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 175,288 248,590

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　当期純利益(千円)

175,288 248,590

普通株式の期中平均株式数(株) 1,358,104 1,407,799

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当連結会計年度

(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,429,593 2,649,977

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 240,021 177,766

(うち非支配株主持分) (240,021) (177,766)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 2,189,571 2,472,211

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(株)

1,358,817 1,407,780

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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